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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和８年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１. 南海トラフ

地震における被

害想定と武豊町

避難所運営につ

いて 

【趣旨説明】令和８年７月２８日、熊本県で最大震度７を観測する大地震

が発生しました。８月１３日現在、人的被害３９３名、うち死亡３９名。

住家被害２７．８７２棟、うち全壊１．２７４棟半壊１０４６棟など大変

大きな被害が発生しています。また避難所開設数８１か所（１１市町）避

難者数３．６６２名となっています。また令和６年１月１日に発生した能

登半島地震では被害が一番大きかった石川県でも令和７年３月末ですべ

ての避難所が閉鎖しています。しかし今でも７．３９４世帯１４．４３０

名の方々が応急仮設住宅等への入居をされています。 

今回の災害は、私たち武豊町にとっても決して他人事ではありません。 

武豊町は南海トラフ巨大地震による大規模な揺れや津波が想定されてお

り、地震発生後には、多くの町民が一斉に避難する可能性があるからで

す。そして、災害が発生したとき、町民の命を直接守る最前線となるのが

「避難所」です。避難所は単に「避難する場所」ではありません。そこに

は、食事があります。水があります。トイレがあります。睡眠があります。

つまり避難所は、「災害から逃げ込む場所」ではなく、「被災者の命と生活

を守る場所」であります。 

国は南海トラフ巨大地震の想定を令和７年３月３１日に県は令和８年

６月２日にそれぞれ１２年ぶりに改訂しました。武豊町は令和８年２月

に地域防災計画を改訂しています。その中には、避難所の運営体制、住民

主体の避難所運営、要配慮者への支援、在宅避難者や車中泊避難者への支

援など、重要な考え方が既に盛り込まれており、これは大変重要なことだ

と評価しています。そこで今ある武豊町の地域防災計画や災害対応マニ

ュアル、避難所運営マニュアルなどを踏まえ以下質問します。 

 

【質問事項】 

①  武豊町の南海トラフ地震における被害想定は 

②  災害時備蓄品の内容は 

③  各避難所の訓練状況は 

④  今回の熊本地震のように猛暑の時期に発生した場合の各避難所の対

応は 

⑤  停電時・断水時の対応は 

 

 


